
 

 
●京都府立丹波自然運動公園 
 
前回検証結果 
（平成23年度） 
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対応・改善策 
実施状況 

 
・テニスコート、補助競技場の夜間照明施設を設置。 
・集客イベント、利用促進イベントを実施。 

 
取組の成果 

 
◇直近３箇年の実績として、平成25年度と比較し、平成27年度は、 
・利用者数が約４％増加 
・陸上競技場利用率が約８％増加 

 
なお残る課題・
問題点 

 
◆府負担割合は減少しているものの、約87％と他の類似府民利用施
設と比較して高め。 

 
府民サービス等
改革検討委員会
による改善意見
等 

 
□利用者、利用率ともに存在価値を満たしていると考える。 
□利用率改善に向けて、まずはＨＰからの予約申込みが簡単にでき
るように検討してはどうか。 

□人件費の高さが目立つ。施設利用率アップのためにかけている人
件費が利用率アップにさほど寄与していないのではないか。 

□指定管理者の人員構成と人件費のガバナンスをどのように行って
いるのか分かりにくい。 

□主要設備の利用率が５割程度であり、亀岡・南丹・京丹波には各
自治体施設があることから、本施設との競合状況についての検証
が必要。 

 
 
京都府の検証結
果及び対応方向 
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＜施設運営に関する意見＞ 

◎立地を考慮し、より幅広い利用者の取り込みなど、利用率の向上

のための取組を実施すること。 
◎指定管理者の運営において、人員構成と人件費などの点から法人

のガバナンスの健全性について精査すること。 

＜今後の対応＞ 

○全線開通した京都縦貫自動車道や７月に供用開始した京都トレー
ニングセンターを軸に広域からの集客を図り、さらなる利用率向
上を図る。 

○指定管理者のガバナンスの健全性を精査するとともに、必要に応
じて助言を行う。 

 
 

 
 
 


